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研究成果の概要（和文）：本調査では、病院入院に至った高齢者の大腿骨骨折が、どこでどのように発生したか
を明らかにした。さらに病院での入院・手術を経験した高齢者が退院した後の生活の様子を把握し、今まで不明
瞭であった生活中の転倒が明らかになっており、身体的な要因に加えて建築等の環境要因が転倒との関係性がわ
かった。
さらに、大牟田市消防本部の協力を得て、2016年度に出動した約4,800件のうち、1/3が転倒による搬送であるこ
とが分かった。

研究成果の概要（英文）：n this study, we clarify where and how femoral fractures that lead to the 
hospitalization of elderly people occur. Further, by grasping the lifestyle of elderly people who 
underwent hospitalization and/or surgery following their discharge from the hospital, we identified 
previously unknown falling conditions. In addition to physical factors, environmental factors such 
as architecture were found to be related to falls. 
With the cooperation of the Omuta-city Fire Department, it was found that out of the approximately 
4,800 cases dispatched in 2016, 1/3 of cases transported were individuals who had fallen.

研究分野： 建築計画
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、医学では物的環境要因の問題は認識されているが身体の内部、リハビリテーション学や情報理工学で
は身体の外部や動作解析に留まっている。建築・都市工学では高齢者の住宅部材に着目する研究のみである。だ
が、転倒につながる物的環境的要因と身体的要因の因果関係を分野横断的にとらえ捉える研究はない。そこで本
研究では、医工連携チームで転倒しても寝たきりにならない住まいの提案を取り組み、転倒のパターンを把握
し、転倒を機に変化する生活の実態を把握した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

超高齢社会を迎えた我が国において、高齢者の事故発生場所として最も高い割合（約 77％）

を占めているのが住宅である。国民生活センターによると高齢者の家庭内の事故のうち「転倒・

転落」が 6 割近くを占め、海外では、「元気高齢者」の方が転倒する確率が高いことが報告され

ている。しかし高齢者が生活の基盤として希望する住宅における、転倒場所など、自宅の環境

と身体的要因の関係性は明らかになっておらず、元気または虚弱な高齢者にとって、転倒リス

クを軽減する自宅の環境を提供することは急務の課題である。 

【医】老年医学では、転倒の主なリスクファクターには内的因子（身体的疾患,薬物,加齢変

化）と外的因子（物的環境）が挙げられている。加齢変化に分類されるサルコペニアは、バラ

ンスの悪化や転倒につながることが明らかになっており、ある程度は個人的要因（不安感は転

倒リスクを高める）と自宅環境で転倒を予防することができ、ハイリスク転倒者の自宅環境に

作業療法士が介入すると効果があることや転倒予防活動として医療系で多職種連携している取

り組みが報告されている。 

【工】建築分野では、転倒骨折に床材が与える影響や、手すりにかかる転倒時荷重の部材別

の研究がある。情報理工学の分野では、転倒の定義と身体機能の測定方法を検討する必要性の

指摘、跨ぐ動作に与える影響の評価やスマートフォンを用いた歩行測定がある。 

以上ように医学では物的環境要因の問題は認識されているが身体の内部、リハビリテーショ

ン学や情報理工学では身体の外部や動作解析に留まっている。建築・都市工学では高齢者の住

宅部材に着目した研究が行われている。だが、転倒につながる物的環境的要因と身体的要因の

因果関係を分野横断的にとらえ捉える研究はない。高齢者が安心して自宅に住み続けるために

は、物的環境である住まいの問題として捉えるだけでは問題を解決するには至らず、高齢者の

生活基盤となる住宅や高齢者の身体状況を総合的に捉える必要がある。そこで本研究では、医

（医療,リハビリ学）工（建築・都市工学,情報工学）が連携した医工連携チームで、高齢者が

転倒しても寝たきりにならず一人でも安心して安全に生活できる住まいの提案を目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究では、転倒経験者を対象とし、転倒時の姿勢・服薬・疾患等身体的状況、転倒場所等

自宅環境を聞き取ることを主とし、転倒に影響する身体的要因と物的環境的要因を明らかにし、

医（医学,リハビリ学）工（建築・都市工学,情報理工）が連携し、転倒・骨折しても寝たきり

にならずに健康寿命が長く維持できる住まいの提案することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

これまで、2013 年度に柏市・文京区・青葉区を対象に転倒に関するアンケート調査を実施し

た。その結果、転倒経験者の約 50％が過去 1年以内に転倒を経験しており、3 年以内では 100％

におよぶことが明らかになった。 

この調査結果を踏まえ、本研究では、以下の調査を行った。 

3-1 病院退院患者を対象とした調査 

・対象者：T 病院退院患者 

・手 法：（1）入院中：病室訪問によるインタビュー調査 

（2）退院後：患者の自宅訪問によるインタビュー調査 

・期 間：2016 年度～2018 年度 

3-2 救急搬送車の実態に関する調査 

・対象者：O 市の救急車を利用した方 



・手 法：救急搬送データを分析 

・期 間：2017 年度～2018 年度 

 
４．研究成果 

4-1 T 病院における大腿骨骨折による入院患者調査の研究成果 

（1）T 病院ベッドサイド調査の研究成果 

本研究からは、大腿骨骨折を骨折した高齢者がどこで、どのように転んでいるのかを、入院

時のインタビュー調査によって明らかにした。その結果、調査した半分近くが自宅の住戸内で

転倒していること、トイレへの往復時に転倒していることが判明した。転び方に特徴は見られ

なかったが、ふらつきによる転倒が多く見られている。さらに、退院後の自宅訪問調査も実施

し、転倒場所の確認やその後の生活の変化等に関する聞き取り調査を行なっている。本調査で

は、高齢者の大腿骨骨折という、生活に大きな変化を及ぼす怪我をした転倒がどこでどのよう

に発生したかを、インタビュー及び現場の調査から詳細に明らかにしたとともに、さらに病院

での入院・手術を経験した高齢者が退院した後の生活の様子も分かった。 

両者の調査結果によって、今まで不明瞭であった実生活中の転倒の実態が明らかになってお

り、身体的な要因に加えて建築等の環境要因が転倒へどのように関係しているかがわかった。 

全体としては 43例の病院調査事例が得られた。43 例のうち、転倒場所は自宅内が 18 例で最も

多く、次いで自宅敷地外の 15 例、施設内の 9 例、自宅敷地内の 1 例となっていた。34 例が女

性で、12 例がトイレ往復時の転倒であった。特に自宅での転倒の場合、18件中 9件がトイレと

の移動動作で起きていた。その結果、調査した中で自宅の住戸内の転倒が最も多いこと、自宅

内ではトイレへの往復時に半数が転倒していることが判明した。転倒の仕方では「ふらつき」

が 43 件中 17件を占めた。また、全ての転倒の仕方にトイレ関連の転倒が含まれていた。 

（2） T 病院退院患者の退院後の自宅訪問調査の研究成果 

自宅訪問調査の同意が得られた患者の内、本年度は 15例に対し、転倒場所の確認やその後の

住環境の変化に関する追跡調査を行なった。本調査では、上記病院調査でインタビュー調査を

行なった高齢者が、退院した後にどのような生活変化があったか、住宅改修を実施したか等の

状況を調査した。15 例の内、11例が自宅訪問調査、4例が病院におけるインタビューであった。

その結果、転倒後に自宅改修を行なっていた事例が 7例得られたとともに、全事例で転倒・大

腿骨骨折後の生活変化等を把握することができた。 

 

4-2  O 市における救急搬送における転倒者の実態調査の研究成果  

本調査では、大牟田市消防本部の協力を得て、2016 年度に出動した救急車のデータから転倒

事例の抽出を行なった。4,800 件近くの搬送記録に対して、1/3が転倒による搬送であることが

分かった。さらに、年齢ごとの転倒件数、転倒場所、地域ごとの転倒事例の件数等を明らかに

した。この結果から、高齢者に限らず人々が地域でどのように転倒しているかという実態が分

かった。さらに詳細な解析を行なった結果、東京都とのデータの比較から超高齢社会の日本で

今後さらに高齢者が増えていく中で、自宅での転倒予防が求められていることが確認された。

さらに年齢別の転倒状況や怪我の重症度、転倒や骨折の危険度が高い場所等が明らかとなった。 

 

4-3 成果のまとめ：住宅プランへの提言 

 医工連携により、転倒とトイレの関係性が強いことが明らかになった。この成果を基に、転

倒しても寝たきりにならない住まいとして、以下を住宅プラン時の提言とする。 



・ベッドから便所までの空間として、夜間照明や手すりの設置、足元の素材を整理し、各

設備のバージョンアップの必要性 

・ベッドに戻るまでの回転数として、手洗いの位置、扉の開け閉めに伴う回転数の低減を

考慮した住宅プランの必要性 

 本研究では、高齢者が転倒しても寝たきりにならず一人でも安心して安全に生活できる住ま

いの実現のためには、トイレ環境との関係性が重要であることが明らかになり、具体的な住宅

プランへの提言を行うことができた。 
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